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昭和恐慌期における青年層の学習活動Ｉ４１
性格をもっているとも見られる。創刊の目的は，「民衆教化を主張として立つ事
はどうであらう〔略〕，ゆるされてい、比較的清い道楽の一つとして経営したら
どうであらう」という気楽なもので，その発行は「のんきな同人の暢気な仕事」
であった(35)。他村の「時報」創刊には，そのほとんどに村長や校長の祝辞が掲
げられているが，『神川」に村当局の祝辞はない。この他村の「時報」との性格
の違いは，発行主体の違いによると思われる。他村では，青年団や時報局といっ
たいわば準公的な組織が発行主体であるのに対して，「神川』は「路の会」とい
う同人的な集団であったためといえよう。
創刊号は，タブロイド判６ページで，そのほとんどが「村を観る｣，「不平等よ
り平等へ」といった「路の会」会員の文章で構成されている。第２号以降，青年
を中心とする村民達の文章や「村内のお知らせ」が紙面を作っていく。青年達が
中心に発行したとはいえ，『神川』の村内での評判はよかったという(36)。この
ように「神川』は，村の青年達の手によってつくられ，各戸に配られた。

３．編集体制の推移
『神川』は，３年後の1927（昭和２）年，第l5号で，発行主体を「路の会」か

ら神川青年会へ移した（図２）。以後，青年団は，講演会や研究会などの学習活
動，神社の掃除など奉仕活動をする一方で，『神川』を発行していくのである。
移行の経緯は，「従来青年有志によって組織された『路の会』の経営であった

が，その編集，配布，経費，原稿集めその他の世話は主として青年会員の手を煩
わし来た」（37)ので移したと説明している。当時の青年団長は「路の会」会員の
山浦国久であり，団員数は約220人であった。
『神川』の発行資金はそれまで，「路の会」会員の持ち寄りを中心に自分達が

主催した活動写真会の売上金や寄付金などで賄っていた。しかし発行主体が神川
青年会に移行されたときに，村からの補助金を受け始めた。移行後約一年間，記
事内容に「村内のお知らせ」類が多くなり，その意味で『神川』は公的性格を強
めた。このことは青年達の投稿媒体が少なくなり，学習活動の停滞を意味した。
しかし，閉塞状況のもとで，生活を何とか立て直さなければならないと考える青
年達の意見が再び紙面の主要部分を占めていく。このような状況はl933(昭和8)
年末まで続くのである。次章ではこの時期を対象に記事内容を検討し，青年達の
学習活動の特質について明らかにしたい。
なお，その後の『神川』について簡単に述べると，「路の会」会員の望月与十

が編集から手を引いた1934(昭和9)年１月の第76号以降，青年団が発行主体で
はあったが『神川』は公報的性格を強める。新年号の紙面の巻頭に村長の言葉が
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昭和恐慌期における青年層の学習活動１４３
もとく人よ。出で、隣人の戸を叩いてくれ〔略〕。わが村の将来を担はねばなら
ぬ，-友よ-はっきりと村の現状を見ておくれ」（39)と述べている。山浦は，そ
れぞれが得たものを『神川』を通じて発表することで「隣人の戸を叩」き，皆で
将来を考えるために村の現状に眼を向けることを訴える。
また，創刊以後，毎号のように投稿する北川太郎吉は，当時の社会や村の封建

的な組織に不満を抱き，自由や平等の雰囲気を，少しでも社会や村に取り入れた
いという熱意をもっていた(40)。彼は「私達の希望」と題し，「数多くの思想を
私達平凡な頭を以て，出来るだけ理解し，又出来るだけ批判しそして其処に微細
なりとも自分達の進むべき道を見いだして行かう」と呼びかける。さまざまな思
想を「平凡な頭」で理解して批判し，その中に自分達の進む道を見つけていくこ
とを訴えるのである。
このことから『神川』は，将来への道を考えていくために，村民達の自由な意

見交流の場をめざしたといってよい。「創刊の言葉」に掲げられた「民衆教化」
とは，明治以来その語が担ってきた国民道徳の向上という概念とは全く異なって，
村民達に，現状を直視し批判させる意思を培わせることを意図していたといえよ
う。しかも，単なる「教化」でもなかった。「創刊の言葉」が「何も千歳不磨の
最善の宣言ではない。大方諸彦の御鞭捷を希ふ」とまとめられていたように，ゆ
るやかな目的意識での創刊の宣言が表明されていたのである。すなわち，村の者
全員で『神川」を通じて村や自分達の将来を考えていこうという態度の表れなの
であった。

２．『神川』に見る学習
上記の意味における「神川ｊでの「民衆教化」は，「路の会」会員を中心に，

生きるとはどういうことかを伝えることから始まった。「『行けど行けどいたらぬ
空をしたひつ、のぼるや人の心なるらむ｡』〔略〕生々発展，是人格の本質ならず
や，努力創造，是人生の真趣ならずや」(41)と，人格は絶えず発展していくもの
であるから，努力し創造していこうと呼びかけ，さらに第３号の巻頭言でも「人
生は頂なき山の登山で〔略〕頂がないから無限の発達があるのだ」と，成長する
ことを登山に例えている。生きるとは常に前向きに成長していくことであり，そ
のためにはまず，現実を知ることが重要であるというのである。「わしらはもつ
と真剣に自己をみつめなくてはならない。村をよく知らなくてはならない」（42)，
この呼びかけのためであろうか，自分達が住む世の中に関する関心が強い投稿が
目立つ。「金が無くなって農村が疲弊したのではない，金が入ったから農民は疲
弊したのだ｣，なぜなら「働く事，創造する事，生産する事が目的」であった今
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昭和恐慌期における青年層の学習活動１４５
日本に取りてどう見解を下したらい、だらう」(51)と満洲侵略について疑問を投
げかけたり，「絞り取る何物もなくなった農民を満蒙の新国家移住奨励を目的に
内地からおひ出そうとしてゐる」（52)と，満洲移住に隠された意図を見抜いて皆
と考えようとする姿勢を持つ者も出てきた。
政策に批判的な眼を向けていた『神川』も,l932(昭和7)年12月の第65号で
は「満蒙出征兵士慰問号」を特集した。しかし１ヵ月後の巻頭言では「正しい認
識広い視野！これこそ吾等の本当の修養だ」と述べ，一面ほとんどを使用して
｢全農とはなにか」（53)という時評を掲載している。全農を「搾られ，生活に喘
ぐ百姓が，資本主義の圧迫に対抗する唯一つの道として，作られた団体」である
と説明する文章に対して，４カ月後に批判が掲載されている(54)。「一体斯くの
如きものは神川時報に載せて良いものか何うか」と時評を掲載した編集者の態度
を「何と云ふ醜態」と非難し，『神川』は老若男女を含めた神川村民全体のもの
であるから，皆が理解できる時評を掲載したらどうかと意見を述べている。
政府の統制がますます進み,1933(昭和8)年の二・四事件で長野県の「思想
善導」政策は一応の完成を見たといわれる。しかし『神川』では，「青年の社会
進出，青年の政治考究これがなぜか当局のま'頑'に触んとするか〔略〕・政治と
時局を検討されまいとする社会に何等かの大きい罪悪か矛盾が秘められていやし
ないか」（55)と，青年を政治から遠ざけようとする政策に疑問の眼を投げかけた
り，当時の政府のスローガンであった自力更生や農本主義を批判する文言(56)が
掲載されている。政策に盲従したり弾圧に屈するだけではなく，「極左の地下に
浸潤し，極右の直接行動！それ等の事実を冷静に見る時，吾等は如何なる理想の
下に進むべきか」（57)と，「時局」を冷静にとらえる眼を持ち，「閉塞状況」の中
で生き方を探る姿勢を取り続けていた。
以上考察したように，「路の会」会員にとって「教化」の対象であった村民達

が，徐々に会員の訴えに応えて自らもペンを取り，『神川』に文章を寄せていく
様子がうかがえる。満洲事変頃には，村民達自らも「隣人の戸を叩」〈ために村
内に向かって訴えはじめ，掲載記事に対して批判するようにもなったのである。
｢神川」は自由な意見交流の場としての役割を，見事に果たしたといってよい。
｢神川」発行は，まさに自分達の明日を考えるための学習活動なのであった。

おわりに

青年に対する指導統制が強まり，さらに恐慌が次々に襲ってくる当時の農村に
おいて，青年達は「時報」を発行していた。「時報」創刊の意図を振り返るなら
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ば，まさに「時報」は村の現状を見るためにあり，村民全体で「歩む可き正道を
見出」そうとした学習活動の媒体であった。青年達が単なる機関紙としての「団
報」でなく，村の新聞としての「時報」を発行したのは，自分達を含め，さらに
多く，村に住む者達全員の学習の場として「時報」をとらえていたためであると
いってよい。
「時報」の中でも『神川』は，学習意欲の強い青年集団である「路の会」によ

り「ゆるされてい、比較的清い道楽の一つ」という気楽な目的で創刊された。ゆ
るやかな目的意識のもとでの発行は，単なる報道機関に終わる可能性を十分に持
つものであった。しかし以上のようにその記事内容を検討すると，ゆるやかな目
的意識とはうらはらに，編集にかかわった者達は，自分達の考えを紙上に発表し，
社会に対する批判的な眼を培うことを訴えつづけ，青年層を中心とする村民達も
その訴えに徐々に応えながら，自分達の生き方や村の将来を考えいったことがう
かがえる。
『神川』の継続的な発行は，言論に対する統制が強まり，不況により発行の資

金繰りに苦労したり，発行作業にかかわるだけの生活の余裕がなくなる状況の下
でなされていた。『神川』に掲載された文言は，そのような「時局」の厳しさを
実感させるものとなる。しかし，『神川』発行にかかわった青年達は，自分の住
んでいる土地や生活と遊離することのない確かな眼を持ち，その厳しさを乗り越
えようとする姿勢があり，「時局」に対して懐疑的な眼を抱き続けていた。『神川』
の訴えに応えていった者も，その姿勢や眼を学び，閉塞状況の解決への道を考え
ていこうとした。「神川』は，村に住む皆で，村の中で村民として生きていく，
まさにその「路」を考えるために存在していたのであった。
注
(1)一般的に青年の集団は，近代はじめには青年会と称していたが，指導統制を
強められるにしたがって青年団と変わってくる。しかし，長野県においては，
両者の区別はなされていなかったという。山浦国久著『長野県青年団発達史』
信濃毎日新聞社1935p.225には，「長野県においては文字〔会か団か-引用者〕
にかかわるものなどなく，問題としてもいない」と述べられている。本稿では
便宜上，青年団と称する。
(2)鹿野政直「青年団運動の思想」（同著『大正デモクラシーの底流一“土俗'，的
精神への回帰一』日本放送出版協会l973)
(3)例えば，山野晴雄「教育県・長野一上田自由大学とその周辺一」（金原左門編
『地方デモクラシーと戦争』文一総合出版1978),『長野県史通史編第８巻』
長野県史刊行会1990など。
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